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1.はじめに 
近年の大学教育においては，学生の能力につ

いて多面的な評価を行うことが重要と考えられ

るようになり，学習活動のプロセスを含めた学

習成果物や学習履歴データ（以下，成果物）を

電子的に記録できる e ポートフォリオが注目さ

れている[1]．既存の e ポートフォリオには成果

物を蓄積して学生自らがその成果を振り返るこ

とや，教員に成果物等を公開して評価を得るこ

ともできる．しかし，学生が主体的に継続して e

ポートフォリオを活用させることは難しいと言

われている[1]．我々は蓄積された成果物が多様

な他者から多面的に評価されていないことが原

因の一つと考え，これらの成果物を企業等に評

価してもらえないか検討している．就職試験を

課する企業等に成果物が評価されれば，学生は

積極的かつ継続的に成果物を記録することが期

待できる．また，蓄積された成果物には学生の

能力を裏付ける情報も含まれているため，企業

は採用時のミスマッチを防ぐことも期待できる． 

就職試験を課する企業等は異なる観点（評価

基準）で評価するため，評価対象となる成果物

も異なると考えられる．しかし，e ポートフォリ

オには多数の成果物が蓄積されているため，評

価対象者の大量の成果物から適切な成果物を抽

出することに大きな負担がかかる．そこで，本

研究では評価者（企業，教員等）の評価基準に

適した成果物を抽出する際に要する負荷軽減を

目的とし，評価者の異なる評価基準に基づいた

成果物（ベストワーク）自動抽出手法を提案す

る．本稿では本手法の概要とそれを実装した e

ポートフォリオのプロトタイプシステムについ

て述べる． 

 

2.ｅポートフォリオ評価の現状 
e ポートフォリオに蓄積された学習成果物を評

価する方法として自己評価と他者評価がある．

他者評価（相互評価）としては学習者同士での

評価を行っていることがあるが[2]，異なる評価

基準から成果物を他者評価する方法については

検討されていない． 

 

3.提案システムの概要 
 提案システムの概要図を図 1 に示す．利用の

流れを以下に説明する． 

① 学生は e ポートフォリオに成果物を蓄積する．

この際，成果物の特性を表すメタ情報を付与

する．メタ情報は既に登録されているものか

ら選択する．該当するメタ情報がない場合は

入力フォームにより新規に追加可能にする．

(図 1の①) 

② 評価者は評価基準に基づいた評価の観点（以

下，評価項目）を登録する．評価項目もメタ

情報と同様に登録されているものから選択す

ることで登録し，該当する評価項目がない場

合は新規に追加登録可能にする．(図 1 の②) 

③ 評価者は登録した評価項目と関連のあるメタ

情報を関連付ける．メタ情報と評価項目の関

連付けの例を表１に示す．表 1 の例では，メ

タ情報として科目名や成果物の関連項目，評

価項目として，企業が求めるスキルや知識と

した．(図 1の③) 

④ 学生は企業の評価項目とメタ情報の関連付け

情報を確認し，成果物へのメタ情報の付与に

不足がないことを確認し，「評価を依頼す 

 

 
図 1 システムの概要 
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表１ メタ情報と評価項目の関連付けの例 

成果物 メタ情報 評価項目 

進捗報告書 PBL，進捗状況 実行力 

内部設計書 ソフトウェア設

計学，内部設計 

計画力 

C 言語のソース

コード 

ソフトウェア演

習 B，C言語 

情報システ

ムの開発能

力 

週報 プロジェクト演

習，プロジェク

ト進捗報告 

プロジェク

ト管理能力 

卒業論文 卒業論文要旨 文章作成能

力 

学習計画表 学習計画 学習の計画

立案力 

英単語一覧表 TOEIC，英語 語学学習へ

の意欲 

 

る」ボタンを押すことにより，就職活動を行

っている企業等に他者評価をお願いできる．

(図 1の④，⑤) 

⑤ 評価者は評価したい学生を選択すると，評価

項目と関連付けられたメタ情報が付与されて

いる成果物のみが抽出される．(図 1の⑥～

⑪) 

これらにより，多様な評価項目に基づいて適

切な成果物を抽出可能にする． 

 

4．プロトタイプシステムの開発 
 本提案の有効性を確認するため，プロトタイ

プシステムを開発した．プロトタイプシステム

の開発環境を表 2 に示す． 

 

表 2 プロトタイプシステムの開発環境 

項目 内容 

Web サーバ Apache Ver2.2.21 

開発言語 PHP Ver5.3.13 

フレームワーク CakePHP Ver1.3.10 

データベース MySQL Ver5.5.16 

IDE Eclipse Ver4.2 

 

 開発した機能は以下の通りである． 

(1) 学生がメタ情報付きの成果物を登録できる機

能（画面例は図 2） 

(2) 企業等の様々な組織が評価項目を登録できる

機能（画面例は図 3） 

(3) メタ情報と評価項目の関連付けを行う機能 

現在，表 1 のデータベースを基本として(3)の

関連付けを行う機能を開発中である． 

5．課題 
評価項目については同じ意味でも表現が異な

っていたり，表現が同じでも異なる意味を持っ

ていたりする場合がある．このため，本提案シ

ステムを開発するためには以下の課題を解決す

る必要がある． 

 (1)評価項目の表記ゆれに対する処理 

 (2)同一の表現の評価項目の処理 

 (3)メタ情報と評価項目の関連付けの処理 

 
図 2 学生入力機能画面 

 
図 3 他者入力機能画面 

 

6.おわりに 
 本稿では，評価者の異なる評価基準に基づい

た成果物をベストワークとして自動抽出する手

法を提案した．また，開発したプロトタイプシ

ステムの概要を述べ課題を整理した．今後は著

者らが所属する大学でシステムの試行を行い，

提案手法の妥当性，有効性の検証，メタ情報と

評価基準の関連付けの向上，システムの修正な

どを行っていく． 
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